
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  P –３月の生活表 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
        ２０１９年 ３月 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 聖マリア幼稚園	
 

月主題：だいすき	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・保育日数１１日	
 

月目標：・	
 	
 大きくなったことを神さまに感謝する。	
 

・	
 友だちと一緒に、もの・こと・人に関わることを喜ぶ。	
 

・	
 春の自然に気づき、見つけることを楽しみ、ふれる。	
 

	
 

	
 お庭の紅梅の蕾も膨らんで参りました。	
 

３月末では１１人のお友達。満２歳のお誕生を迎える月からお受けしているこのクラスです。	
 

それぞれのお友達同士の関わりは一様ではなく、短く、また長く過ごしていただいています。	
 

でも、その中で、やっとお友達の存在に気付いたり、そのお友達が何で遊んではるのか、どんなおも

ちゃがあるのか、見たこともないおもちゃがいっぱいあることに気づきます。どんな風にして使うの

か、自分で試したり、お友達の遊びを見ながら、自分でも「おもしろい」と思えば、自分もやってみ

ようと遊んでみたり、いや、どうしてお友達からそれを貸してもらおうかと考えたり、あるいは考え

ることなく手を差し出したり。日々様々な関わりが生まれています。まだ生後わずか２年なのです。

まずは自分を思いっきり出してみて、どんな風に関われるのか、どうしたら自分の思い通りに行くの

か、何をして遊ぼうかな、ここには一体何が入っているのかな、等々の子ども達の思いが登園と同時

に発現され、boxにお鞄を入れ、上履きを履くと同時に遊びが始まるのです。まずは遊ばなくっちゃ！	
 

自分の好きなものを見つけて。また新しいものに挑戦して。お時間になったらトイレに行きます。ト

イレで、おまるで用を足すなど様々ですが、幼稚園でオムツが取れていくお子さんも当たり前になっ

てきています。お名前準備でシールを貼り、朝のご挨拶、お話を聞き、その日のプログラムに沿った

３０分ほどの設定保育を楽しんで、お弁当に時間や、お帰りの「時間を迎えたりして一日が終わるの

ですね。このような日々を過ごしながら、このお部屋で一緒に過ごすお友達と幼稚園に入園されるお

友達に別れます。隣同士のお部屋ですが、花組さんからは幼稚園教育要領に則ってカリキュラムが進

められますし、pre-pre のクラスは，幼稚園との接続というカリキュラムとして進められています。

４月からの新たなスタートでは、子ども達自身ももちろん保護者の方も大きくなったと感じ、私たち

を守り導いて下さっている神様への感謝を持たれることでしょう。そして私たちは、神様の創造され

た暖かな春の中、風や草花に気づいて、心身共の成長を確信し、ほかほかの心を持つことでしょう。	
 

嬉しい春の訪れです。	
 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 《 チャプレンコーナー 》	
 ３月	
 

月聖句：光の子として歩きなさい。（ エフェソの信徒への手紙 5：8	
 ） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 今年度の最後の月です。一年間の総仕上げであり、新たな出発に向けて準備する月 

です。それは同時に、一年間慣れ親しんだ状況からお別れすることでもあります。 

今までのプレプレ、小花、花、赤、緑から、一つ上の学年になります。特に緑組さんは、

幼稚園にお別れして、小学校という新しい世界に旅立ちます。不安と同時に、期待が大

きく膨らむ時でしょう。 

	
 毎年この月の主題聖句は、「光の子として歩みなさい」を選んでいます。これは 

３月に最もふさわしい聖句だと思います。子どもたちへの、神様からの祝福の言葉であ

り、大人からの励ましの言葉です。明るく、元気で、正しい、愛の光として、これから

広い世界に羽ばたいてもらいたいと思います。 

光は希望です。希望は私たちの世界にとって最も大切なものの一つです。希望が世界に

平和をもたらします。希望は喜びと共に、私たちの務めです。世界の希望となるように、

人を愛し、正しいことを行うのは、私たちの義務です。だからそのような大切なものを、

子どもだけに押し付けていてはいけません。愛する子どもに「光の子」となってほしい

のであれば、まず私たち大人が「光」にならなくてはいけません。自ら率先して光とな

り、自分の光で子どもたちを照らし、子どもたちのお手本となるようにしなければなり

ません。最近、大人の世界では、光から遠ざかっていることが多いような気がします。

責任ある地位にある人が、その責任に反するような言行を行っていることが多いようで

す。ニュースなどを、子どもに説明しにくい経験をした方も多いと思います。大人が率

先して世界の光となり、子どもたちに希望を与え、子どもも大人も一緒に、神様の愛の

光となって歩んでゆきたいです。 

 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ～	
 おたんじょうび	
 おめでとう	
 ～	
 

	
 

２６日	
 	
 	
 ただ	
 かずまくん	
 

	
 

	
 

＜生活指導＞	
 

◎	
 進級を迎えるにあたり基本的生活習慣を見つめてみましょう。	
 

・自立に向かって自分のことは自分でしてみようと思う気持ちを育てましょう。	
 

・春休みの間に、日々の生活時間がルーズにならないように規則正しい生活を心がけましょう。	
 

◎人や物を大切にしましょう。	
 

・すべての持ち物に名前（自分の印）を記入し、自他共の確認できるようにしましょう。	
 

・新しいお友達との出会いを楽しみに待ちましょう。	
 

◎春の訪れを感じながら、自然の変化を全身で受け止めてみましょう。	
 

・見たり、触れたり、音を聞いたり、香りを確かめたり、食べたり等、五感を通して感じられる機

会を持ちましょう。。	
 

	
 

＜担任から＞	
 

	
 本年度のpre-pre クラスもあと２０日を残すのみと成りました。長いお友達では、昨年度より１年

５ヶ月通っていただきました。短いお友達では、数ヶ月のお友達もありますが、みんな朝早く起きて、

暑い日も寒い日も雨の日も風の日もリュックサックを背負い、お家の方に手を引かれ、頑張って２階

保育室までの階段を登り、通ってくださいました。「決まった場所に、決まった時間に通う」という社

会生活の第一歩を踏み出した子ども達を支えてくださり、ありがとうございました。４月からは３名

のお友達が花組さんに進級し、７名のお友達がそのままプレプレクラスに通われます。残念ながら、

１名のお友達がお引っ越しのため退会されます。寂しいですが、新しい環境の下、ご家族の皆様の上

に神様のお恵みが豊かにありますようにお祈りいたします。イヤイヤ期真っ只中で、自分の思いもま

だうまく伝えられないことが多い子供たちですが、少しずつ自分の思いを言葉で伝え、相手の思い（言

葉）を聞いて理解することができるようになってきています。泣いて笑って、毎日いろいろなことが

起こりますが、今後も、根気よく子ども達を守っていきたいと思います。	
 

	
 至らないことも多く、たくさんご迷惑をおかけいたしましたことをお詫び申し上げます。	
 

１年間ありがとうございました。	
 

	
 



３月・４月のプレプレの予定をお知らせします	
 

◎	
 ３月	
 ７日(木)	
 新入園児お招き会と入園説明会（子ども達は通常保育です）	
 

・	
 既にお葉書が届いていると思いますが、該当する保護者の方はお越しください。	
 

◎	
 ３月１３日(水)都合によりメリーちゃんサークルはお休みをさせて頂きます。	
 

◎	
 ３月１４日(木)	
 緑組さん親子と先生達のお別れ会をいたします。	
 

・	
 赤組。花組。プレプレクラスは１１時	
 降園とさせていただきます。	
 

・	
 ご協力のほどよろしくお願いいたします。	
 	
 

◎	
 ３月２０日（水）2018年度修了式（子どものみ）	
 

・	
 水曜日ですが、全員出席日とさせていただきます。	
 

	
 

◎	
 ４月１１日（木）2019年度プレプレクラス開始（11時半降園）	
 

	
 ・この日以後、申し込まれている曜日からおいでください。	
 

◎	
 ４月２５日（木）春の遠足（親子で参加）	
 

・	
 観光バスに乗って植物園に出かけます。ご予定ください。	
 

・	
 全員参加とさせていただきます。	
 

	
 	
 	
 

＊	
 １６日（火）からお弁当を始めます。	
 

＊	
 ４月より、曜日、回数を変更される方は、３月２０日までにお申し出でください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 


